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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・グループ内研修　　　日　時：　9月 9日（月）10日(火)　11：10～11：40　17：15～17：45
場　所：　病院 2F会議室
　　　　　　　　　対　象：　新人～中級看護・新人～中級介護スタッフ
　　　　　　　　　テーマ： 「暴力対応」
　　　　　　　　　講　師：　高橋SGM　　出欠を9/8（日）までに入力する事。

・9/4法人防災訓練　　  日　時：9/4（水）13：00～14：00
内　容：避難袋を使用した避難訓練（場所：メンタルケア病棟）
　　　　消火器を使用した消火訓練（場所：病院職員用駐車場）
　　　　消火栓を使用した消火訓練（場所：青陽館隣）
集合場所は南山苑前。参加者の方は時間に遅れない様に集まる事。
お願い：①消火器訓練のスペース確保の為に、当日は病院職員駐車場の一角をロープで確保
しています。ロープの中には駐車しないようにお願いします。
②消火器の粉末は長期間放置するとサビの原因になります。付着してもすぐは影響はありませんが、車に粉末が付着した場合は、早めに洗車してください。
· 青陽館では、青陽館の消火栓を使用する為、ホワイトボードで外の様子を遮るなどの配慮が必要。
消火栓の粉が入らないように窓を閉める。
・第3回法人研修　　　日　時：平成25年9月3日（火）・4日（水）17:30～18:30
場　所：メンタルケア病棟　4階メモリアルホール
テーマ： 「接遇（服装等規定）」
講　師：　接遇委員会　担当管理　金子恭子AOM
当日参加できない方はビデオ研修への参加する事。

・9/5までに月報作成する事。

・9/5（木）13：00から施設巡視。掃除、環境整備を行いましょう。

・非常口が電子キーの不具合で鍵が掛かったままの為、非常時に備えて「青陽館」「上野」の2つの鍵を用意しましょう。

・9/10（火）10：30頃、外来受診者の向山ゆかり様が見学予定。五戸在住で、日中の活動場所としての利用を希望しているとのこと。

＜青明舎登録者様　情報交換＞

・平　　京子　様～外来受診後来所し、近状について報告される。体調は良く睡眠もとれており変わりなく生活しているとのこと。血液検査をしたと話す為、結果がわかったら教えて欲しいことを伝えている。

困っている事はあるか確認すると「不動産会社に電話をし浴室の湯沸かし器なおしてもらおうと思っている」と話す。実費がかかる場合は、見積もりを取ってから修理を依頼するよう伝えている。

・高柳　和子　様～定期訪問実施。今月は、デイケアを欠席し、自宅で食事することが多かったため、いつもに比べ出費が多かったと話す。これから節約をするため金銭のやり繰りは大丈夫とのこと。

食事については、よこまちストアより焼き魚や野菜や海藻の酢の物など出来合いの惣菜を購入して摂取することが多いが、デイケアで冬瓜の油いためを作った為、家でもチャレンジしてみたとのこと。

訪問看護スタッフが学生と一緒に訪問に来たり、バスの待合室の時計が合っていなかったり、暑さが続いたり色々な事があり、気分が落ち込んだが頓服薬のリスパダールを服用することで気分が落ち着いたとのこと。

・細越　定生　様～8/28他者から預ってきた手芸用品を活動室に置いていこうとしている。「問題はありませんよね」と話すため、青明舎のルール（青明舎で物の管理はしないこと、本人の意志で置いていった物での紛失等のトラブルには責任を持たないこと、物のやりとりは基本的には禁止されていること）について説明している。説明に対し、本人は感情的に「だってこれは私のものではない」「私だって、困りますよ」「（スタッフに対し）あなたが相手に言えばいいでしょ」等と話している。本人が持参した物は青明舎の物でもないこと、物のやりとりにスタッフは関与しないこと、困るのであれば、本人が受け取る際にきちんと断る必要があったのではないかと伝えている。スタッフの説明に、本人は終始感情的に応答している。

8/29来所してすぐにスタッフに対し、「あなたに言いたいことがあるんですよ」と興奮した口調で話している。内容は、昨日の出来事（活動室のルール～物のやりとりはしない）についてとのこと。スタッフと面談を行っているが、自身の主張を繰り返し、興奮は収まらない。最終的に「責任者であるセンター長と話す」ことで落ち着いている。

13:00になり、センター長と面談実施。スタッフより、本人の行為は活動室のルールを破っていることを説明している。本人は、その説明を聞くことが出来ず、「あー、そうくるんですか」「あなたの上はどこにいるんだ」等と声を荒げて話している。その後も興奮収まらず、スタッフの説明にも納得することが出来ずにいる。「このままルールを破り続けるのであれば、活動室の利用も控えてもらうことになる」との説明に、「私はルールは破っていませんが、もう青明舎は利用しません」と話している。その後も、閉館時間までいようとしているが、スタッフに促され、ジュースを飲み終えて帰宅している。

・大久保　恒夫様～8/29に友人（細越様）が青明舎活動室で何をしたのか真相を確かめに来所される。スタッフが説明すると納得され、帰宅している。

・上久保　善郎様～定期訪問実施。ソファに座りくつろいで出迎えている。青明舎登録用紙に既に印鑑も押し記入しておいたとのことでテーブルに置かれており、受け取っている。1週間前から熱中症になり、体調を崩していたが現在は大分良くなっていると話されている。体調を崩していた際も仕事をしていたと話す為、無理はしない事と体調についてスタッフへ報告するよう伝えている。また、障害年金の現況届けがまだ届かないと話されており、「ケースワーカーに聞くから」と話されている。デイケアにもワーカーがいるため、気になるのであれば聞いてみても良い事を伝えると了解している。現在は特に困っている事もなく、夏バテもなく食事もきちんと3食食べれていると話す。次回の訪問は9/14（土）10：30～になることを伝え訪問終了している。

・清水　秋男　様～定期訪問実施。部屋に扇風機をかけて団欒している。今週は特に変わったこともなく、体調良いとのこと。不安や悩み等の困っていることがないか確認すると、トースターの下の部分が外れなくて困っていたと話す為、スタッフ確認してはずすこと出来ると本人安心している。また、「やっぱりデイナイトケアは長いな。デイケアがいいなって思うときがある」と笑って話されているが、昼・夜の食事が出ることや、すぐに環境を変えることもどうかと提案すると納得する部分も見られている。「まぁ、すぐにどうこうっていう話でもないんだけどさ」と返答している。

・中居　美津子様～定期訪問実施。玄関には服が干してあり、部屋の中を見られないようカーテンかわりにしていると言う。部屋の中は物が多く、座るスペースと歩くスペース以外は床が見えない状況である。猫の排泄物を袋に入れ部屋の中に置いているため尿臭と獣臭が漂っている。臭いは本人も気にしているようで、トイレ用の芳香剤を部屋に置いている。本人へ現状について振り返り、猫を手放すことは考えないのか尋ねると「猫が夜起きているから、自分も昼夜逆転になっているがうみねこ幸房で昼寝をして調整している。うみねこ幸房で頑張って働けばお給料も高くなり猫の餌代くらいは稼げる。1人で居るよりは猫と一緒に居る方が良いので手放すことは考えていません」と答える。

お金のやりくりは出来ているか確認すると、姉が年金を管理しており、生活費として毎月7万円渡してくれており、そのお金とうみねこ幸房の給料でやりくり出来ているとのこと（家賃は約25000円）。65歳になったら老齢年金が支給されるが、自分で管理できるように郵便局の通帳を使用したいと考えており、青南病院の三浦PSWに相談している最中とのこと。

・田向　玲美　様～生活に関する相談をしたいとのことで青明舎へ登録したいと希望聞かれる。青明舎の説明を行い登録用紙を渡している。

・其田　淑子　様～8/29病院PSWと世話人と共に本人の年金より、グループホーム入居費、当院入院費用の支払いを行っている。入院中の様子として「子供みたいになっちゃったでしょ？」と気分高めに話されている。服薬調整中との事。

・冨田　紀子　様～入院時の予定として、9/23頃退院予定としている。H25.2.21にレボトミンとタスモリンが減薬となっているが、世話人への情報提供がなかった。その為、今後変薬があった際は関係機関へ情報提供を行っていく。

・平　　康子　様～お盆の外泊後より体重が3.8㎏増加している。その頃より、腰痛を訴え入浴は拒否傾向にある。また、グループホーム入居者が減った為、食事を食べる量が増えた事も体重増加の原因と考えられる。日課である薬包を持参する事も忘れたり、持って来ていてもスタッフへ見せない事もある。現在、65歳で後期高齢保険の申請、障害程度区分の申請も手続き中。腰痛に関しては、当院で担当医へ相談し処方してもらい、専門科の受診は見合わせたいと話されている。

＜事例検討＞

古舘　ヨリ様　（57）　主治医：安が平Dr　主病名：統合失調症
合併症：糖尿病

長期目標

病状悪化せず、安定した単身生活を継続する

中期目標

①不安や悩みを一人で抱え込まないようにする。

②体重増加しないよう偏りがないよう規則正しい食生活をする。

③確実に服薬を行う。

短期目標

①不安や困っていることに対しての対処法について一緒に検討する。

②体重管理に向けて運動時体を大きく動かし行えるよう声掛けしていく。

③服薬ボードを活用し忘薬をしない。

実施計画

①不安事の確認を行い、対処法について一緒に検討し必要に応じアドバイスする。

②糖尿病や体重管理に向け、食事内容の把握と適度な運動を促していく。

③服薬ボードを活用し確実な服薬が出来ているか来所時に確認する。飲み忘れがあった際は服薬状況の振り返りを行い服薬方法についてアドバイスをする。

現症

・8/5暑さで食欲なく、夕食を冷奴のみで済ませ糖尿病薬を服用し体調不良となり、23：00に

カップラーメンを食べたとの事。

・8/11就床前薬忘薬。

・食事は、朝：ご飯・味噌汁・トマト、昼：パン・サラダ・ちくわ、夕：ご飯・きゅうり・ちくわで野菜を摂るよう気を付けているとの事。

・祭り期間中のバス運行時間の変更や携帯電話の故障について、不安を訴えるがスタッフの

アドバイスにより安心される。

・自宅での調理は行っておらず、青陽館で電子レンジやIHを使用するよう促すが利用されない。

・電子レンジやテレビから「音が聴こえる」と幻聴の訴えがあった。

・3万円で生活する事になっているが、バス利用、自動販売機での購入など無駄な出費が多く

見られる。

検討内容

目標、計画の見直し

検討結果

・訪問看護のケア会議にて、担当医より食事の管理が出来ないのであればグループホーム入居を考えるよう説明されたが、グループホームでは食事の管理は行っていない。

・食事の管理を目的とするならば、施設入所を考えた方が良いのではないか？

・食事管理、身体管理で本人が出来るような目標に変えていく必要がある。

＜利用者様情報＞

・北村　奈美　様～本人とデイケア利用日について話し合っている。火・木曜日の利用としているが、9/3は銀行や私用の為欠席すると話される。まずは、担当医からのアドバイスもあり定期的にデイケア利用するよう促し、用事を済ませた後の短時間でも来所するよう説明している。

・磯島　貴広　様～現在、仕事の手伝いを行いデイケア欠席中であるが、水曜日の利用は出来るが、火・木曜日の利用に関しては分からないと話される。仕事があれば、朝早く出掛ける為連絡が出来ないと話す。通所は21：00までスタッフがいる為、前日の夜の連絡でも良い事を伝えている。

・森　　美智男様～市民病院で食道拡張手術を行い、固形物の摂取が出来るようになったとの事。固形物を食べる時はスタッフが見守りを行う事、水と固形物と交互に摂取する事、詰まりそうな時は声をかける事を伝えている。

・下町　サン子様～頻回に洗濯の訴えに来られる｡スタッフが午前中に洗濯を行った事を説明するが理解乏しく、乾燥前の洗濯物を他者のカゴに入れる行動見られており、その都度説明要している。余暇時、ホールにてハンドクリームを犬に舐めさせている為、厳しく注意・指導行っているが本人のハンドクリームにも関わらず「ここに落ちていたんだよ」と、あやふやな返答をされている。直後に、食器用洗剤で手洗いをしており、手洗い用ではないことを説明すると「あ、これ食器用だったかぁ」と用途を理解出来ていない様子が見られていると青風荘より情報提供あり｡

＜外来情報＞

・森田　清助　様～イライラ、憂鬱はないと話されている。

・繁名　和恵　様～突発的な幻聴があると話される。人に物を頼む事が苦手だと話される。眩暈と頭痛があるとの事。

・菅原　信正　様～イライラする事があったと話されている。

・藤村　　翔　様～鼻閉、鼻水ありPL処方となっているが、継続で処方となっている。

